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【研究活動の要約】 

京都府南部の和束町は、いま世界遺産登録の可能性が検討されている「宇治茶」の最大の産地である。

和束には、京都府の景観資産に登録されている茶畑景観や、鷲峰山金胎寺を中心とした信仰空間など、

世界遺産の構成要素となりうる重要な資産がある。しかし、これまでこの地域の歴史や文化遺産に対し

ては体系的な調査がおこなわれず、それらの歴史的な価値や意義も学術的に明らかにされていなかっ

た。この研究は、そうした問題を解決するため、地域にのこる文書や絵図、茶畑のある景観、人びとの

慣習や信仰など無形の遺産、寺社や石造物など有形の遺産を体系的に調査して記録し、それらがどのよ

うにかたちづくられて現在まで伝えられてきたのかをさぐり、またそれらを将来どのように活用してい

くのかを考えるものである。 

【研究活動の成果】 

 本研究は、１．寺社と石造物の調査、２．歴史と景観の研究、３．古文書の調査と研究という３本の

柱からなっている。 

 １．寺社と石造物の調査の中心となるのが、鷲峰山金胎寺の測量調査で、山頂部分の詳細な地形測量

図と境内平面図を作成した。また、鷲峰山頂の宝篋印塔と白栖の弥勒摩崖仏（いずれも 1300 年造営）

の三次元写真測量を実施し、従来にはない精緻で美しいデータとして文化遺産の記録をおこなった。 

 ２．歴史と景観の研究では、和束川流域の古墳や古代の恭仁京東北道についての研究を実施し、和束

地域の古代の様相を明らかにするとともに、現在の和束の景観をかたちづくる茶業の歴史的展開、人び

との記憶にきざまれた生活・生業などについての調査研究成果がまとめられた。 

 ３．古文書の調査と研究では、１で測量調査をおこなった鷲峰山金胎寺や弥勒摩崖仏に関係する文献

記録を集めてその歴史を明らかにするとともに、湯船の百丈山大智寺や湯船財産区が保管する古文書・

古絵図類の調査・記録をおこない、その成果を地域に提供した。 

【研究成果の還元】 

〈報告書〉 

上田純一・向井佑介編『和束地域の歴史と文化遺産』 

（京都府立大学文化遺産叢書 第９集、2015 年 3 月） 
京都府内の主要な図書館・資料館、全国の大学・研究機関で閲覧可能 
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